
























































































年の六月に急性盲腸炎のため入院、手術後 七月、さら 十月に療養のため伊香保に滞在している。 次兄朝雄に伊香保から送った書簡が、 『遺稿集』 に収 られている。その一節には、つぎのように記されている。












は殊に絵画に対して非常に心がひかれるのを感じた。 自然を愛し、 自然を眺め、そこに自分の心の、唯一の友として、 『真実』を求めて居た私は、今や芸術の広大なる分野の中から 特に絵画︱
（視覚による芸術）
の更に懐かしい、心の
友である事を感じる様に成つた。それは即ち、画面にこも 美である。それを私は美とも、亦真実とも呼んだ。 『芸術 、そして自然 中に見出され 美、もしく 真実の姿。 』こ 句をよく繰り返へした。私はその時も、決して美を本当にはわかつて居なかつた。し したゞ、美に到る一つのヒント つかみかけて居た。それはまず質から来る、カツチリとした美感である。
（中略）
　私は伊香保に岸田劉生氏の『画集及び芸術観』を持つて来て居た。その事は
























と思ふものは、 美』の外にない。美とは、形象の『真』であるとも云へる。美術家が美を見た気持は『動 し難 』 いふ気持である。絶対を見た気持である。 代へる なきものを見る。
（ 『岸田劉生全集』 第二巻、 岩波書店、 一九七九年、





















したがって、このときに劉生の絵を眼にすることが きたのではないかと、推察してみた。個人宅での作品展覧であるから、かなり限定 た来場者、さらにいえば芝川、あるいは劉生周辺 者ということが考えられ 。先の尾高の『遺稿集』の巻末には、尾高の母親の日記にもとづ た尾高の「年譜」が付されている。一九二二年の伊香保での療養の記事の後 は、つぎのように記されている。
盲腸炎も幸無事快方に向ひしも、其頃結婚問題に関する或事情の為、精神的に
五九




































































































挿図 （　岸田劉生「日記」（大正 （（ 年）（ 月 （（ 日、
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月十三日には、 「約束で尾高、木村清宮来訪。又しばらくし ら椿も来訪昨日木村をたづねて今日皆が来ると知つたので来た由、又所蔵の画など出して皆でながめ、いろいろ楽しく話す。夜食を皆とたべ 九時皆帰る」と り 尾高が木村荘八、清宮彬と鵠沼の劉生宅を訪れ、やがて椿貞雄も加わり 歓談したことが記されてい 。七月一日には、劉生は上京し、午後に「木村を訪ねたら丁度ゐて、いろいろ話 。どうも少しではあるが頭痛がしてゐたが夕食後はなほつ 。夕食は余 のみでからいこぶの煮たのでたべさし もらふ。尾高鮮の
ママ
助を呼んだらやつて来て、余の長
唄や尾高の珍妙な義太夫が出る」とあり、夕刻 なるのだろうか、木村宅に尾高を呼びよせ、興がのったのだ うか、尾高が「珍妙な義太夫」 かたったことが記されていて、なんとも微笑まし 。
　さて、先にあげた尾高の『遺稿集』の「年譜」によれば、同年七月五日 項につ
ぎのように記されている。 「岸田劉生氏外数名の画家諸氏を招待、文楽人形見物を











っていることがわかる。また、 劉生にとって、 二度目になる「文楽」の鑑賞体験が、古典美術への関心とともに、旧劇への関心と重なっていたこと、その契機が尾高家による「招待」であったことは記録に値するこ だといえる。
　その尾高家との交際は、さらなる劉生作品の収集へとすすんでいる。ただ七月十









































をうけとり、そして十二月二十六日に上京している。はじめ木村荘八宅に宿泊、すぐに画家仲間が劉生を囲む だが その席 は尾高もいたこ がわかる。さらに二十八日 は劉生は尾高家に宿泊している。 「日記」に 、 「なつかしき友よ、 幸なれ、この旅の無事幸福を祈 留守中の無事幸福を祈りつゝ寝台 入る」
（十二月二十九
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挿図 （（　岸田劉生「日記」（大正 （（ 年）（ 月 （ 日、
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つづられている。 こうした日常は、 特別なものではもはやなくなってきてしまった。たしかに、ときには「反省」するという言葉を見いだすことがあるが、それもながつづきはしない。また、 「日記」からは、しばらく尾高の名前を見いだすことができなくなっている。同月二十九日の「日記」には、 「尾高から手紙にて冬瓜の画を待つてゐると云つて来た」とあるだけである。以後の「日記」 は「尾高」という名前を見いだすことはできな 。
　劉生も、さすがにこうした京都での生活を改めようとしたのか、翌年三月末日に
家を引き払い、翌月神奈川県鎌倉に転居した ちょうど同月 尾高は東京帝国


















いくわけだが、ここで「初期肉筆浮世絵」︱近世風俗画のなかに劉生が見いだしたものは、どのような「美」なのだろうか。実は冒頭で語った「でろりとした」 という表現だけではない。 ひとつは、 そこに描かれた 「世の中」 というモチーフでありいまひとつは劉生の日本美術史観である。以下、この二点について考えてみたい。
　まず劉生のとらえた「世の中」というものを考えてみようとおもう。以下、やや
長い引用になるが、劉生が見ていた「世の中」とはどのようなものだったのかをさぐってみたい。





処に感じ見る所の快感であつて、 『人事』と ふ事を離 ては存在しないものである。
（ 『劉生全集』四巻、前掲、一三六︱一四〇頁）
　劉生にとって「世の中」 、すなわち彼が街でみる「玩具屋」にならぶおもちゃの
ひとつひとつまで、事物が実に微細に記述されている。そして街の情景であり、老舗の金看板も「仁丹」の広告も、 「世の中」で目にするものと 同列にあげられている。それこそが劉生にとっての「世の中」そのものであり、 こに「美」を見いだし、 「魅惑」されるというのだ。











那に於て完成された自然描写としての本流美術ではな 」とかさねてことわりながら、つづけ 「日本はその丁度よき民族性によつて、新しく、人類なり世界なりが要求するところの新興の美術を造るべく選まれたのである。だか 日本 於け 支那伝統の美術は、狩野にしろ、雲谷にしろ、三阿弥 しろ、南画の各家 しても、可なりいゝ画家が出たにしても、それは結局支那の一流には及ばない。しかし古土佐から浮世絵に版画に至る迄、日本独自の美術あつては、そのよきものは美術て世界にやは 一流の価値を持つ。殊に私がいつも推讃すると ろの初期肉筆画のよきものや、 古土佐絵巻の逸品の如きは、 として真に世界に無類 逸品である（ 『劉生全集』四巻、前掲、一三〇︱一三二頁）
といいきっている。いささか我田引水


























明治三十六年十一月 　京都市立美術工芸学校一学年ニ入学仝 　三十八年 　五月 　仝校退学仝 　　 　年 　六月 　関西美術院ヘ入学仝 　四十一年 四月 　仝院退学仝 　　 　年 仝月 　欧州ニ渡航シ佛蘭西巴里『アカデミー、ジユリアン』ニ
　　　　　　　　　　入学ス







































時に『卓上』において、モーリス・ドニ「アリシチード・マイヨール論」をはじめとして翻訳等を積極的に執筆している。田中屋における個展開催の作家選択において、この大正初年のインデペンデント して 創作活動をすすめようとしている美術家を選んでいる点から、熊田氏は先述の論文において 「群を離れ個を発現するというかれらの厳しい態度は どこか田中喜作 批評活動の根底に通じるものがある」
（前掲）
と指摘している。この点は、田中喜作側からみれば、田中自身の生涯












と微意と、またルノアルの日本に於ける唯一の遺弟梅原龍三郎氏の友情の記念とてこの危険な仕事を敢てした である」とこ わり、当時、わずか マイヤ ・グレーフェ







































りでなく、私達の大部分にそ 傾きが つたのは、否めな 。そして中井さんからクールト 田中喜作君からゴンクールなぞの著作について、色色内容を話して貰つたりした。
（黒田重太郎『画房襍筆』 、湯川弘文社、一九四二年、二五三頁）
　「仮面会」当時、田中が「ゴンクール」の話をしたというのであれば、フランス
留学から帰って、フランスでのジャポニスムの流行、そのな での浮世絵の評価などを理解したうえでのことであろう。また、先述 ようにモーリス・ドニを翻訳紹介していることなどをみれば、ドニも加わっていた「ナビ派」の志向が平坦な色面による表現へと向かうことになるひとつのヒントに「浮世絵」版画があっ ことをおもえば、田中のなかでヨーロッパ近代美術を通じて、あらためて認識することになった「浮世絵」は逆輸入のようなものではなかったろうか。
　さて今一度、一九二〇年代の田中にもどれば この時点まで「浮世絵」に関する

















































午后から原稿かいてゐたら、内藤琪土君来訪、武者は今日大阪へ梅蘭芳をみに行つたから来られぬ明日は神戸の田中喜作 の紹介にて志賀たちと松方氏所蔵の浮世絵をみに行くから一緒に行かぬかといふ。しかし明日 多忙 ので行かれぬ で断る。
（ 『劉生全集』九巻、前掲、三四一頁）
　ここからうかがわれるのは、 「武者」 、つまり武者小路実篤が、 「神戸の田中喜作」
の紹介で志賀直哉とともに 「松方氏所蔵 浮世絵」 を見に行くことを誘われながら、劉生が 「多忙」 のために断っていることである。ここでいう 「松方氏所蔵の浮世絵とは、ど ようなものなのだろうか。これは、川崎造船社長の松方幸次郎が、第一次世界大戦後の一九一九年
（大正八）
にフランスの宝石商アンリ・ヴェヴェールか











































































だけに、同紙上では連日のように報道さ て る。 えば「彦根屛風デー」とし


















挿図 （（　『浮世絵』創刊号表紙、（（（（ 年 （ 月
七三



















を試み、浮世絵と云ふ一画系に関する根本的な概観と批判とを記叙した。随つて今本講座に筆をとるに当つても、細部 問題以外には新に検討を加へる余地もない様である」と断ってい 。したがって、こ 時点で田中の「浮世絵」研究は、自身のなかのけりがついたもの なっていた いっていいかもしれな 。翌一九三三年から、 美術研究所では『美術研究』が創刊される。その第二号から、 田中は精力的に、しかも時代も作品の領域も実に広範囲にわたって古美術に関する論考、解説を寄稿しているが そこには「浮世絵」 関するものはいっさいない だ。
　ちょうど田中が『浮世絵概説』を刊行した年の十二月二十日に、劉生は現在の山
口県周南市で客死した。享年三十八であった。その翌年の四月 、 『演劇美 』が、尾高の兄豊作が経営する刀江書院より刊行され 同書は、生前に劉生が執筆し旧劇に関する著述をまとめたもの
（挿図
（（）。死の数ヵ月後に刊行された同
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google 」で、 「尾高鮮之助」 、 「岸田劉生」というふたつの



















に面した場所に尾高鮮之助の墓所はあった。その傍らには、尚忠の墓もあ た つぎに劉生の墓をとおもい、 「
（（︱１︱
（（」という区画を探しあてたものの、区画内
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たちの未開拓の分野を、ご自身 手で開拓されることを、使命とさえ考えておられたように見うけられた」と記している。ここから田中が 「日本美術史全般」へと意識的に関心をひろげ、さらに南画へと自身の関心を深めつつあ 途上で亡くったと推察される。
　ところで、 現在、 当研究所では『東京文化財研究所七十五年史』を編纂中である。
























のことを教示していただ 後 、雨宮幸男の孫にあ られる秀子さんから、喜作 墓所が京都市南区 福田寺であることを教えていただき、また一九七七年七月に三十三回忌の法要の折に雨宮幸男も参列した写真 見せていただい 。それら今年三月の末に京都の件 寺 赴き、田中喜作 墓所をたずね き しだいる。以上が尾高鮮之助、岸田劉生、田中喜作に関する「掃苔記」である。
　さて、本稿を書いている最中の今年五月に筑波大学の守屋正彦教授からご連絡を










（） 　矢代幸雄の昭和戦前期の美術研究所における活動については、 「アジアのモダニズムの一側面︱『仁丹』広告がつたえること︱」 （第六十回美術史学会全国大会、九州大学箱崎キャンパス、二〇〇七年五月二十五日）と題して口頭発表した。
（
（） 　渋沢家と尾高家の関係については、 佐野真一 『渋沢家三代』 （文春文庫、 一九九九年）を参照した。
（










（） 　関東大震災の折、 高は家族とともに三越に買い物に行っていた。 （ 『遺稿集』の「年譜」による） 。その後、尾高が通う東京帝国大学文学部の校舎は全焼した。同時期に同大学文学部独文科に在籍し 後にドイツ文学研究者となった手塚富雄（一九〇三︱一九八三）の震災当時の回想「震災のころの 部」をつぎに引用しておきたい。
帝国大学とよばれていたそのころの東大の文学部ドイツ語文学科に、 　私たち
が籍をおいたのは、大正十二年から十五年まで、そのあいだに、十二年九月の関東大震災があり、大学施設の大部分、そしてその一部として文学部も図書館も、全焼してしまった。これが決定的に私たちの学生生活をバラック的にする。大学生活につきものの研究室 味を私たちは知らなかった。研究室といっても名ばかりで、本のない、先生たちの控え部屋である。私はそのなかへ 一度しか足を踏み入れたことが かった。東京 復興事業は、政府がアメリカ ら金を借りてさかんに行われ、東大もそ せいで いまのような建物に ったのだが 私たちは、その建築作業のセメント流し ガラガラという音に、卒業のときまでなやまされつづけた。ただでさえ落着かない年頃の生活が、いっそう落着かないアヤフヤなものになっ もし神 まが私に、お えを若がえらしてやるか 、あのころの生活をもう一度くりかえしてみない といっても、私は辞退す つもりである。思い出すと、 つかしいというより、ザラザラし 感じ 多 。
七九
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私は万事にスタートがおそいが、文学部学生としてのスタートもすこぶるまず
かった。文学部にはいることは、当時は無試験だったし、本郷の同じ街すじに並んでいる一高（いまの東大農学部）から、となりにうつっただけという気もちがあって、感激もなく、奮発心もあまり起きなかった。 （鈴木信太郎編『赤門教授らくがき帖』 、鱒書房 一九五五年、九一︱九二頁）
 
　また田中喜作は、震災当日梅原龍三郎とともに二科会招待日のために上野に赴き、
会場で被災している。 （有島生馬「震災備忘記」 、 『白夜雨稿』 、金星堂、一九二四年）
（
（） 　劉生の「宋元画」への愛着と収集については、京都大学で教育学を研究されていた下程勇吉の論文から学ぶところが多かった。同氏が晩年に取り組んでいた劉生研究については、富山秀男「私が接した一故人の憶い出︱教育学者下程勇吉氏から学んだもの︱」 （ 『美術フォーラム
（（』四号、二〇〇一年六月）によって初めて知った。
その後、下程勇吉「岸田劉生と宋元画」 （一、二） （ 『絵』一八〇、一八一号、一九七九年二、三月）を参照し、劉生の宋元画を譲り受けた岡崎義郎のコレクション展『岡崎桃乞コレクション 　宋元画名品図録』 （思文閣出版、一九七八年）から、図版を複写掲載した。
（
（） 　高見澤たか子『ある浮世絵師の遺産 　高見澤遠治おぼえ書』 東京書籍、一九七八年
（
（） 　同号には、 東京帝国大学文学部英文科在学中の矢代幸雄（一九一二年入学）が、 「後期印象派の解釈について」と題する一文を投稿している。 フューザン会は此 派の影響を受けて起つたものであるが 予はゴーホ以下の大芸術が恁な浅ましい果実を我国に結んだ を見て情けなく感ずるものである。彼等が歴史を無視し修養を排して赤裸な主観を発表し、それが自分の主観である以上、他人の覬覦する権利はない。主観に於て吾れとゴーホと同格であると云ふに至 ては意気は甚だ壮であ けれども、其処 予の全然同意しかねる点がないでもない」 （三四頁） 。当時のフュウザン会にみられる主観的な表現 横行 対する理知的で冷静な批判であった。なお、同文掲載にあたり、田中喜作と矢代幸雄 が知己になっていたかは明らかではない。
（












（（） 　瀬木慎一『岸田劉生』 、東京四季出版 一九九八年 一 六頁
（
（（） 　劉生の鵠沼、京都時代の「日記」には、 きどき「田中喜作君」が登場している。
たとえば、一九二二年（大正十一）一月九日には、新富座に芝居を見に行くと、場内で梅原とともに「田中喜作君」に会い、梅原から劉生は「例の春陽会の事で余にも入会せよとすゝめ、承知す」と書かれている。同年十一月五日 は、 「梅原の新築祝い」 に呼ばれて行ったところ、 「田中喜作君」 に会っている。翌年三月六日には、 「新橋で原田に会ひ東洋軒に上つたら梅原と田中喜作君とに会ふ」とある。さらに五二十六日には、 春陽会会場で 「梅原に紹介され資生堂主人福原信三君に会ふ」 とあり、その場に「田中喜作君」もいる。京都移住後の十一月 日には「田中喜作 来訪」 。さらに十一月二十日「今朝は昨日田中喜作君から来た手紙にか てあつた新門前縄手の吉川観方氏を訪ねやうと出る」 、十二月 十三日にも「田中喜作君不意に来訪」などである。
 
　また、 浅野徹「日本的油絵の形成︱岸田劉生と梅原龍三郎」 （ 『梅原龍三郎遺作展』 、
東京国立近代美術館等、 一九八八年 二四頁）では、 の古美術、 とく 「浮世絵」への関心が深まること ついて田中喜作の関与を示唆している。
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（（） 　矢代幸雄 「尾高君の追憶︱序に代へて︱」 （ 『印度日記︱仏教美術の源流を訪ねて』 、刀江書院、一九三九年）によれば、つぎのように記されてい 。
始めて尾高君に逢つたのは、昭和二年の夏前であつたらうか。当時余は美術研




いたづらさうな眼を眼鏡の奥に輝かした、見るから良家育ちの坊ちやんであつた。何でもその頃は浮世絵に興味を持ち、田中喜作君に指導を受けて研究して居たさうで、鎌倉に住んで居ると言つた。さういへば田中喜作君より、前々から尾高君のことを話され、さういふ人 研究所に採用しないかと頼まれて居た。そこで研究所へ入る気があるかと訊くと、当時未だ徴兵前であるの 、一方大阪市の美術館が出来かけの頃 、 組織に当つて居 京大の沢村専太郎 から、 へ来いといふ話もあり、決心がつかな 言つていた。
その内に或る日、彼はやつて来て、研究所に入り度いといふ。これはあとで聴













に当つて、私が独断で肉筆の二字を削り、今また『初期浮世絵選集』を編するに及んでこれを襲うふたものである、すると直ぐ反問者があつた、初期浮世絵といふ言葉は意味を成さない、少くとも師宣以降の版画ぼつ興時代の初期作品と誤られやすくはないかといふのである。こ 反問には確かに理由があるが、この意味からいへば肉筆の二字 挿入するとしても同様で、それに要するに浮世絵版画に対する肉筆作品と解することが出来る。 （中略）
彼等の作品はたとひ一群の画人が有機的な集団を形成して特殊な意想を表現せ
んとした結果ではないにしろ、また決して偶然に描かれた風俗画でもない。彼等は何れも当時の特異な文化 色づけられて、互に特異な題材の表現を試みた結果であつて、それが文化の推移に応じて延宝期に下り 合流してつひ 以降の浮世絵派を形成したものである。私が初期浮世絵 名づけん た意図は全くこゝある。
 
　本文中で述べたように、田中は劉生と共編で『初期浮世絵聚芳』を刊行したが、

























できるまで』 （筑摩書房、一九九八年） は、高校時代 回想として「チュンさんのいる校庭」という一章があることを教えていただいた。さっそく同書 もとめて一読すると、 「チュンさん」とは、いつからか、佐々木 対して生徒たちがつけたニックネームだということがわかった。この一文で森村 は実に敬愛の念 こめて美術教師「チュンさん」についてつづ ていた。もとより稿者 と ては未知の「先生」ではあ が かつて自分の学校に飾られていた劉 作品を、同じ画家として関心をもって見つづけていた「佐々木節雄」先生そ 人をうかがう め 、
八一
















































































































































































































































































この著述目録は、美術研究所編纂『東洋美術文献目録』 （座右宝刊行会、一九四一年）等をもとに、定期刊行物に掲載され、 「田中喜作」と明記された著述を発表順にまとめたものである。新聞、単行書は除いてある。 森村氏の一文からその一節をつぎに引用しておきたい。
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